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京都大学ヒト行動進化研究センター　高次脳機能分野

はじめに

ここ10数年、日本でも医科学や生命科学の領域で、
コモンマーモセット（Callithrix jacchus） を用いる研究が
多く行われてきている（'t Hart et al., 2012; Kishi et al., 
2014）。コモンマーモセットは、霊長類の中では特筆
すべき高い繁殖能力を有しているため実験動物として
非常に期待されている。しかし、日本ではまだコモン
マーモセットの飼育法が十分に浸透しておらず、多く
の施設で飼育上のさまざまな問題があると聞く。また、
新たにコモンマーモセットの飼育を始める施設もある
かもしれない。ここでは、私たちが京都大学で行って
きた飼育経験に基づき、飼育環境下で体格の良いコモ
ンマーモセットを繁殖飼育する方法を簡易マニュアル
としてまとめた。欧州のある研究施設では、体重が
400 gから500 gの個体を実験に用いている。一方、日
本では、まだまだ300 g前後の個体も多く用いられてい
る。この体重差が研究のさまざまな面で影響すると考
えられる。ここでは、体重350 g以上の個体を「体格の
良いマーモセット」と定義する。繁殖個体の選別・ペ
アリング法・妊娠期や周産期の対応等の繁殖に関わる
部分に多くを割いた。現在、インターネット上でコモ
ンマーモセットに関する情報がさまざま掲載されてい
る （Common Marmoset Care; EAZA, 2017など）。また、
実験に関するガイドラインも多数ある（EU commission 
recommendations, 2007; National research Council, 2011
など）。日本でも最近、日本神経科学学会として「神経
科学分野における霊長類を対象とする実験ガイドライ
ン」を策定した（日本神経科学学会 , 2021）。コモンマ
ーモセットやその実験に関する詳細な情報は、こうし
たサイトやガイドラインを参考にされることをお勧め
する。

［1］繁殖

1. 繁殖個体選別
体格の良いコモンマーモセットを育てるには、繁殖

個体の選別が重要となる。選別の基準として、年齢・

全体的な健康状態・生育歴などが考えられる。

（1）繁殖年齢
コモンマーモセットは24ヶ月（2歳）でアダルトにな

ると考えられる（Abbott et al., 2003）。そのため、飼育
下における繁殖開始年齢は18ヶ月齢以降が推奨される
（Box & Hubrecht, 1987; 谷岡 , 1996; Tardif et al., 2003）。
メスが若すぎる年齢で妊娠すると、母親や産子の発育
が阻害されるためである（Poole et al., 1999）。コモンマ
ーモセットのメスは寿命に近い年齢まで排卵するため
高齢でも繁殖可能であるが（Tardif & Ross, 2019）、
12–15歳より有意に産子数が減少し（Smucny et al., 
2004）、母乳の分泌にも影響を及ぼす（Tardif et al., 
2008）。オスのテストステロンレベルも7.5歳頃から減
少に転じること（Tardif et al., 2008）などを鑑みると、飼
育下における繁殖年齢は、2歳から10歳頃までが望ま
しい。

（2）健康状態等の指標　
繁殖には健康状態に問題がない個体を選ばなくては
ならない。その際、まず参考となる指標は体重である。
飼育下コモンマーモセットの平均体重はアダルトでお
よそ350±50 g（平均±標準偏差、Araujo et al., 2000）
とされている。繁殖メス（母親）の体重は排卵数や産仔
数に加えて母乳の質にも影響を及ぼし、子供の発育に
深く関わってくる（Tardif & Jaquish, 1997; Tardif et al., 
2001）。体重400 gを超える個体は平均寿命が長く、老
齢になっても優良な健康状態を維持する傾向を示すこ
とが報告されている（Tardif et al., 2011）。実際に、わ
れわれのコロニーにおけるデータでは母親と子の2歳
時体重に有意な正の相関があった（係数：0.67、p=0.008、
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図1）。一方、繁殖オス（父親）と子の体重の間には優
位な相関が見られなかった（係数：-0.05、p = 0.851、図
1）。これらの結果から、大きな個体を得るためには体
重350 g以上、できれば400 g前後のなるべく大きな個
体で、筋肉や皮下脂肪の付き具合・被毛・排便排尿の
状態・活動性等が良好なものを母親に選出することが
肝要となる。交配させる相手は家系的になるべく離れ
ている個体を選ぶ（Tardif & Ross, 2019）。4親等以上離
れていることが望ましい。加えて先天的および後天的
奇形がないことも確認する。オスでは停留睾丸や被毛
絞扼によるペニス損傷や欠損、メスでは乳頭欠損・小
陰唇融合による狭小膣口（Isachenko et al., 2002）・膣口
が開口していない無孔膣（Niimi et al., 2015）などが稀
に認められるので注意が必要である。オスでは大きな
精巣が陰嚢内に収まっており損傷のない長いペニスが
確認できるもの、メスでは膣口が確実に開いているも
のを選ぶようにする（谷岡 , 1996）。

（3）生育歴
コモンマーモセットは母親のみならず父親も兄姉個
体も子育てに積極的に参加する。具体的には、新生児
の背負いや排泄物の処理などである。自身が発育期に
弟妹の子育てに参加したかどうか、すなわち
alloparentingの経験があるかどうかは繁殖成功に影響す
る（Tardif et al., 1984）。そのため繁殖に供する個体は少
なくとも13ヶ月齢まで出自家族で飼育し弟妹の世話を
経験した個体を選ぶ（EU commission recommendations, 
2007；EAZA, 2017）。その際、可能であればなるべく
積極的に子育てに関わった個体を選ぶとよい。

2. ペアリング
適切な個体を選別したのち、重要となるのが相性で
ある。相性が合うかどうか、すなわち、お互いに繁殖
相手として受け入れるかどうか、を見極めてペアリン
グする。第1段階は、視覚的接触（視認）のみで身体的
接触なし。第2段階は、隣接空間で部分的接触に留め
る。第3段階は、同一空間で完全接触させる。各段階
の詳細と進め方と指標となるオスとメスの反応につい
て述べる。

（1）第1段階　視覚的接触
オスとメスを隣接させ、相手が見える状態にして反
応を見る。両者の間はアクリルなど透明の板で仕切る
か、網の場合は手を伸ばしても届かない位置（16 cm程
度離す）にして、接触できないようにする。スペース
やケージ形状の都合で隣接が困難な場合には、個体を
キャリングケージ（運搬用の小型ケージ）に移し、キャ
リングケージを隣接させる（図2-1）。あるいは、キャ
リングケージを飼育ケージに近づけてもよい（図2-2）。
通常、メスの方が相手を選り好むため、メスを広い飼
育ケージに置く方が、相性確認が容易である。

（2）第2段階　部分的接触
視認の反応が良好なら、身体接触させる。身体接触
は、両者間の仕切りをアクリル板から網に変更したり、
各々のケージを近接させたり、片方が入っているキャ
リングケージを相手のケージ内に入れたりして促す（図
2-3）。この段階ではまだ完全に同居はさせず、部分的
な接触に留める。攻撃のコール（Chatter）や動作が認
められたら、すぐ離す。

図1 京都大学ヒト行動進化研究センター高次脳機能分野のコモンマーモセットコロニーに
おける親と子の2歳時体重。親子17組のデータで、アルファベットは親（父母）の名
称を、数字は出産回数を表している。子の体重は同腹子（1－3子）の平均体重。母親
と子の体重には有意な正の相関を示したが、父親と子の体重には有意な相関が認めら
れなかった。
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（3）第3段階　完全接触
部分的接触の反応が良好なら、同一空間に両者を放
って完全同居させる。この段階で攻撃に転ずる場合も
ある。両者間に物理的障害物がないため、いざとなっ
たら即介入できるようにしておく。

ペアリングの際には、求愛行動（Tongue in-outまた
はTongue flickering：上下口唇をリズミカルに開閉しな
がら舌を出し入れする）・性的興奮（オス：勃起、メ
ス：不動化など）・親和的反応（近接など）を指標とす
る。これらの反応が認められたら反応良好と判断して
ペアリングを進める。反対に、攻撃行動やストレス反
応が認められたら、ペアリングの一旦停止や中止、延
期、相手変更等を検討する。いずれの段階も反応を見
る時間は1回あたり5～15分とする。慎重に進める場
合、1日1回、各段階2、3日から1週間かけることもあ
るが、反応良好であれば1日で第3段階まで進める場合
も多い。飼育管理上の事情や個体の反応を鑑みてペア
リングに費やす期間を決定する。ペアリングを実施す
る時期はメスの排卵前後を狙うとより効果的である。
オスはメスの排卵を察知してより鋭敏に反応し、メス
も受け入れる可能性が高くなる。コモンマーモセット
はメンスや性周期に伴う性皮腫脹などの外貌変化も示
さないため、経産個体以外の個体で血中や尿中の黄体
ホルモン（プロゲステロンやその代謝物）測定を実施せ
ずに性周期を把握するのは困難であるが、後述の出産
調整と同様の方法で性周期を人為的に調整し、排卵時
期を特定することも可能である。

3. 妊娠・周産期の対応
（1）妊娠診断とモニタリング
ペアリングしてから最初の出産までの日数は、アメ
リカのコロニーで平均206日（中央値168.5日、143–441
日）、イギリスのコロニーで平均204日（143–528日）と
の報告がある（Tardif et al., 2003）。コモンマーモセッ
トの妊娠期間（平均143日、Tardif & Ross, 2019）を考
えると、幅はあるもののペアリング後2ヶ月程度で妊
娠する場合が多いようである。あまり長期間妊娠が確
認されない場合、なんらかの原因があると考えるとよ
い。妊娠の確認とモニタリングは、子宮触診（Mitchell 
& Jones, 1975; Phillips & Grist, 1975）や超音波（エコー）
検査（Jaquish et al., 1995; Oerke et al., 1995）により実施
する。月に1回は妊娠確認と体重測定を行うのがよい。

子宮触診：無麻酔で実施する。飼育ケージからキャリ
ングケージに誘導したのち個体の腹部から腰のあたり
を片手で掴み、掴んだまま親指と人差し指を脇の下ま
で滑り込ませて他の指とともに保持し、自然な立位の
状態で保定する。そして反対側の手の第1指と第2指で
下腹部を腹壁越しに挟んで子宮を探り、その直径を計
測する（図3）。妊娠経過に伴う変化を表1に示す。妊
娠経過のデータは繁殖メス20頭から月齢体重測定時に
取得し、妊娠日数の推定は黄体退行（出産や流産など）
後10日目に排卵したとして算出した。非妊娠時は鼠径
部から0.5–1 cm位奥の付近を探ると稼働性で硬い小さ
な球状の子宮が触知できる。妊娠1ヶ月半－2ヶ月前後
になると腹壁越しで厚さ1 cm以上の四角いキャラメル
状あるいはバレル（樽）状の子宮が触知され、妊娠を確
定することができる。妊娠仔数は胎児の頭が触知可能

図2 コモンマーモセットのペアリング。1と2：視覚的接触。キャリングケージを接触させ
る場合（1）とキャリングケージを飼育ケージの外側に設置する場合（2）。3：部分的接
触。キャリングケージを飼育ケージ内に入れる場合。

1 3

2
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となる妊娠110日以降に確認できる。胎児頭は、最初
腹腔上部に位置し、妊娠の経過とともに下方へ移動し
て骨盤腔内に認められるようになる。骨盤腔内に胎児
頭が触知されてから1ヶ月程度で出産に至ることが多
い。

超音波（エコー）検査：超音波検査も無麻酔で実施する。
通常、検査実施者と保定者の2名で行う。もう一人補
助者がいればなお良い。まず触診と同様に捕獲・保持
して下腹部をバリカンで剃毛する。剃毛しない場合は
エコーゼリーの代わりにオリーブ油を用いると綺麗に
描出できる。保定者は個体の両脇の下に片手の第1指
と第2指を入れて他の指とともに保持し、個体の下半

身を台の上に乗せ、反対側の手の第1指と第2指で骨盤
付近を台に固定するようなイメージで囲い込み、上半
身を少し背側に傾けた座位姿勢で保定する。実施中は
好みの餌を適宜与えるとおとなしくなり検査が容易と
なる。餌は補助者が与えるとやりやすいが、補助者が
いない場合は保定者が餌を与え、検査実施者が下半身
の固定を担当する。非妊娠時の子宮横断面は卵円形で
ある。非妊娠時の子宮内膜はピッタリと閉じているた
め、横断面中央を走る1本の白線として認められる。子
宮腔は確認できない（図4-1）。子宮内膜に胚が着床す
ると子宮内膜が分離するため2本の白線として描出さ
れ、それらに縁どられた内腔が確認できるようになる。
子宮内膜が分離されるのは妊娠15日程度で（図4-2）、

触診結果表記 推定妊娠日数 
（平均±SD） N 特徴

非妊娠 - - ・子宮直径約5 mm
・紡錘ないし棍棒形状

＜P10 40.6±10.0 13 ・子宮直径約8 mm
・小さく硬い球状

P10 57.1±9.1 40
・子宮直径約10 mm
・樽形状、キャラメル形状
・硬く弾力がある直方体

P20 80.3±10.8 34
・子宮直径約20 mm
・樽形状、キャラメル形状
・P10より弾力増加

P30 94.8±9.6 19
・子宮直径約30 mm
・全体の形状把握困難
・軟らかい

仔頭 120.9±9.8 53 ・硬い胎児頭触知開始
・仔数確認可能

表1 子宮触診所見

図3 コモンマーモセットの子宮触診。コモンマーモセットを
片手で立位保持し、反対側の手の第1指と第2指で腹壁越
しに子宮を挟んで直径を測定する。

図4 コモンマーモセットの子宮の超音波画像。1：非妊娠、2：
妊娠13日目、3：妊娠41日目、4：妊娠89日目（破線は胎
児の大横径 Biparietal diameter: BPD）。いずれも推定妊娠
日数で、黄体退行（出産や流産など）後10日目で排卵し
たとして算出した。

1. 非妊娠

2. 妊娠13日目

3. 妊娠41日目

4. 妊娠89日目
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子宮腔計測が可能となるのは妊娠20日以降となる。胚
（胎嚢）確認は妊娠33日頃（図4-3）、胎児心拍確認は妊
娠54日頃、そして胎児の大横径（Biparietal diameter: 
BPD）計測は妊娠80日前後から（図4-4）、実施可能で
ある。

（2）母親への栄養補助
コモンマーモセットの胚は、妊娠60日頃までの発育
は緩慢で、胎盤形成が完了する90日以降急激に成長す
る（Riesche et al., 2018）。コモンマーモセットのエネル
ギー摂取量は妊娠中もさほど増えないが（Nievergelt & 
Martin, 1999）、胎児成長が活発となり胎盤が完成にい
たる妊娠中期（妊娠60–100日）に栄養不足となると流
産することが報告されている（Tardif & Bales, 2004）。わ
れわれのコロニーにおける流産例も胎盤完成前後の80
～90日に集中している。妊娠継続と胎児の健全な発育
のため、妊娠中期以降は意識して母親に栄養補給する
よう心掛ける。経腸栄養剤や固形飼料をアレンジした
補食など、栄養バランスに優れたものを与えるように
する。実際に与えている栄養補助剤等を表2に示す。
妊娠期には、最低月1回は母親の体重を測定して異常
がないかどうか確認する。

（3）出産
出産が確認されたら新生児を捕獲して性別と体重を
確認する。きちんと親にしがみ付いているか、動きや
顔つきや鳴き声等に問題ないかどうか等も確認する。
母親の体重も同時に測定し、可能なら皮下補液（酢酸
リンゲル4 mL＋シーパラ® 0.1 mL＋シアノコバラミン

0.05 mL /頭）も実施する。経口補液（ソリタT3顆粒0.4 
g/10 mL水、3–4 mL/回）も有効である。出血が多かっ
た場合はビタミン剤等も与えるとよい。

（4）産後
出産後のモニター：離乳するまでの約3ヶ月間の授

乳期間中、母親のエネルギー摂取量は1.5–2倍となり、
特に授乳期後半で大きくなる（Nievergelt & Martin, 
1999）。栄養補給を母乳に依存している離乳前の個体
は母親の体調の影響を受けやすいため、授乳期間中は
妊娠中より栄養補給に留意しなくてはならない。新生
児の体重も定期的に測定し、1日あたりの体重増加を
確認する。アダルトの平均体重が400 gとなる欧米での
報告によると、出生後から5ヶ月齢までの初期成長率
は1.15 g/日、5ヶ月齢から12ヶ月齢までの後期成長率
は0.83 g/日である（Schultz-Darken et al., 2016）。12ヶ
月齢までにどれだけ大きく成長するかが体格の良いマ
ーモセットを育てるために非常に重要となる。1日あ
たり1 g増を目安として、それに満たない場合は補助授
乳や補食を与えて補う（表2）。われわれのコロニーに
おける成長曲線を図5に示す。

出産調整：確立されたペアはなるべく長く同居状態を
続けて維持する方がよい（Poole et al., 1999）。飼育下で
は栄養面で恵まれているが故に、産子数が増える傾向
にあり、繁殖メスにかかる負担が大きくなる（Tardif et 
al., 2008）。母体の疲弊防止のため出産調整を実施する
ほうが良い。コモンマーモセットで使用される出産調
整には、性ホルモン製剤投与で排卵を回避する「避妊」

補食 成分など
・ミルワーム 幼虫、蛹、成虫
・練り餌 固形飼料粉＋アラビアガム＋水
・固形飼料ガム アラビアガム＋固形飼料粉＋乳酸菌製剤＋粉ミルク＋プロテイン＋水
・固形ガム アラビアガム＋水（少量）
・液体ガム アラビアガム＋水
・アラビアガムピース アラビアガム結晶
・CMSゼリー® CMSゼリー粉＋水
・スクランブルエッグ 卵をレンジで加熱する
・さつまいも 生、ふかし芋、干し芋
・ご飯 ご飯＋乳酸菌製剤＋アラビアガム
栄養剤 種類 製造販売 調整
エレンタール®P乳幼児用配合内用剤 成分栄養剤 EAファーマ（株） 1.5 g＋水5 mL

チューブダイエット＜ハイカロリー /高たんぱく＞® 消化態栄養剤 （株）森乳サンワールド 1.6 g＋水5 mL 

アイソカル1.0ジュニア® 半消化態栄養剤 ネスレヘルスサイエンスカンパニー
ペプチドミルクe赤ちゃん® ヒト用粉ミルク 森永乳業（株） 1.3 g＋湯10 mL

GFO® 腸栄養剤 大塚製薬（株） 0.5 g＋水5 mL 

表2 補食と経腸栄養剤
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と、プロスタグランジンF2α（PGF2α）類縁体製剤投
与で黄体を退行させる「初期中絶」がある（EAZA, 
2017）。われわれのコロニーでは内分泌系を攪乱しな
い「初期中絶」を実施している。コモンマーモセットは
PGF2αに対する感受性が強く、投与翌日には確実に黄
体が退行するが、その後は通常の性周期を刻むため
（Nievergelt & Pryce, 1996）、メスの健康状態等に合わせ
て出産を調整することが可能となる。

［2］給餌

1. 給餌方法
野生のコモンマーモセットは午前と午後に活動のピ
ークがあり、採食行動の活動ピークに一致している
（Castro et al., 2003）。一般に野生では活動時間の大半
を採食行動に費やしている。探索の必要なく定められ
た飼料を摂食する飼育条件下でも、野生下の活動パタ
ーンと消化系への負担を考えると、少量頻回の給餌が
望ましい。少なくとも午前と午後に分けるべきである。
ここでは、給餌については、簡単に触れるだけにする。
詳細は他を参照されたい（EAZA, 2017; Power & 
Koutsos, 2019; Goodroe et al., 2021）。
コモンマーモセットの必要熱量はアダルトで1日あ

たり約50 kcalである（Power et al., 2019）。摂食時のロ
スを考慮してその1.5倍量程度を給餌する。幼若個体
や繁殖個体などエネルギー要求量が多い個体について
は、特に留意が必要である。餌箱はなるべくケージの
上部に設置し、また設置位置には止まり木やステップ
など足場がある方がよい。複数頭飼育の場合は全頭が
同時に摂食できるよう、餌箱を増やす、複数個所に設

置する、ロス増加に備えてやや多めに与える、幼若個
体でも餌をとることが可能な底の浅い箱を設置する、な
どの対応が必要である。

2. 飼料
野生のコモンマーモセットは主に木が傷ついた際に
滲出する樹液を摂食しており、その食物構成は、樹液
68.5％・果物24.3％・昆虫などの動物性飼料6.9％、と
報告されている（Amora et al., 2013）。ヨーロッパ動物
園水族館協会が発行しているマーモセット・タマリン
類の飼育ガイドラインEAZA Best Practice Guideline 
for Callitrichdae（EAZA, 2017）によると、樹液摂食種
であるマーモセットの推奨飼料構成は、完全飼料（固
形飼料）15％・野菜45％・昆虫15％・樹液（ガム）20
％・果物5％（ただし果物は報酬用途のみ）、とされて
おり、野菜も果物も複数種与えることを推奨している。
しかしながら実験動物として飼育している場合、現時
点ではアメリカのNational Research Councilの推奨栄養
成分（National Research Council, 2003）に準拠して作製
された固形飼料を中心に与えるのが最善となる
（Goodroe et al., 2021）。給餌飼料の大部分を固形飼料
にすることによりマクロ栄養素（炭水化物とタンパク
質と脂質）と微量栄養素（ビタミンとミネラル）を十分
に供給することができるためである。カフェテリアス
タイルの給餌（主食である固形飼料と同時に様々な補
食を与える給餌法）では、補食が主食より好まれると
栄養摂取が不十分となるため注意が必要となる（Power 
& Koutsos, 2019）。併せて、コモンマーモセットは樹液
摂食種であるためガム給餌を強く推奨する。甘い市販
の果物やマシュマロやカステラなどヒト用の菓子類は

図5 コモンマーモセットの体重成長曲線。5・50・95パーセンタイル曲線を示す。2017年1
月以降に出生した個体110頭（オス46頭、メス64頭）のデータ。人工哺育個体、実験個
体、外傷による脊髄損傷個体、断脚に至った外傷個体、および繁殖メスの出産に至った
排卵日から出生日までのデータは除いた。
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餌として与えるべきではない。

固形飼料：固形飼料は基本乾燥状態のまま給餌する。
幼若個体や老齢個体、また口腔疾患などで摂食困難な
個体にかぎり、水分をふくませて軟らかくしたものを
与えることもあるが、口腔環境および飼料の微生物学
的衛生の観点から、過度に柔らかくせず固形飼料の形
状を保持する程度に留める。

ガム：飼育下ではアラビアガムを給餌することが多い。
アラビアガムはマメ科アカシア属のAcacia segenal（セネ
ガル種）とAcacia seyal（セヤル種）から採取される樹液
で、コモンマーモセットはセネガル種のガムに対して
高い嗜好性を示す。コモンマーモセットが生息域で摂
食しているマメ科パルキア属の鞘のガム（Parkia pod 
gum）と多糖類成分が類似しているためと言われてい
る（Peres, 2000）。アラビアガムは食品添加物や飼料原
料として入手可能で、市販の商品形態としては塊状や
スプレードライ粉末および顆粒などがある。塊状のガ
ムはそのままの状態で与える。粉末や顆粒のガムは水
に溶解して使用する。固形飼料の粉や粉末栄養剤、乳
酸菌製剤等を混和すれば、よい補食となる（表2）。

補食：昆虫や野菜などが推奨されている（EAZA, 2017）。
ミルワームも与えるとよい。成虫にもサナギにも幼虫
にも高い嗜好性を示す。その他、固形飼料の粉末をア
ラビアガムで固めた「練り餌」等も、個体の状態に応じ
て給餌するとよい。固形飼料を含まない補食の給餌量
は摂取熱量の10％（4–5 kcal/日）を超えないようにす
る（Power et al., 2019）。

［3］飼育環境

1. ケージ；
飼育環境に関しても詳細は他を参照されたい

（Lazaro-Perea et al., 2000；日本神経科学学会 , 2021）。
ポイントのみ記載する。コモンマーモセットは樹上生
活動物であるため、飼育ケージは十分な高さを有する
ものがよい。コモンマーモセットが示す自然な行動、す
なわち、木々の枝を飛び移る・走り回る・ぶら下がる・
木を齧る・枝で休息する・囲われた空間（木の洞）で眠
る、などを誘発できるよう、ケージに備品を適切に配
置する。

止まり木：飛び移りなどの移動時の足場・休息場所・
マーキング場所・齧り木として必要である。樹種とし
ては、梨やリンゴなどの果樹・杉・SPF材やホワイト
ウッド等が一般的である。

巣箱：寝床や身を隠す場所として必要である。なるべ
く高い位置に設置する（Hosey et al., 1999）。狭い入り
口を好むため新生児を背負ったアダルトが無理なく通
過できる程度の大きさ（直径8–10 cm）がよい。また、
木製にすると齧り木を兼ねることもできる。

齧り木：止まり木とは別に齧り用の木材も設置すると
よい。硬い木材よりも軟らかいものをよく齧り
（Thompson et al., 2014）、特にバルサ材は好んで齧る。
歯垢歯石の付着防止や軽減に役立ち、容易に齧り壊せ
るためストレス解消や自傷行為、負傷部分のいじり防
止にも有効である。

その他：ブランコ・ハンモック・ステップなども設置
するとよい。段ボール箱・段ボールの筒・固形飼料の
袋などの紙製品も齧り壊すことができてよい遊び道具
となる（Jennings et al., 2009）。細すぎるロープや布製
品は、ロープ自体や縫製糸が身体や首に絡まる事故が
発生する場合もあるため注意が必要である。また、幼
若個体や体調不良個体がいる場合は、暖をとることが
できる保温パットをケージ上方に設置したり、金属床
に樹脂製ネットを敷いたりするとよい。

2. 飼育頭数
野生のコモンマーモセットは両親とその産子からな
る家族単位の群れで生活している。飼育下においても
社会性を育むため、両親と年齢層が異なる産子2～3ペ
アで飼育することが望ましい。発育時期に兄姉個体が
弟妹の世話を経験するのは特に重要で、経験がないと
自身が繁殖した時にうまく育てられなくなる可能性が
ある（Tardif et al., 1984; Lazaro-Perea et al., 2000）。実際、
欧州の基準では、将来繁殖に供する個体は最低でも13
ヶ月齢まで出自家族に留まらせること、と定められて
おり（EU commission recommendations, 2007; EAZA, 
2017）、可能なかぎり家族と同居させることが望まし
い（NC3Rs, 2017）。繁殖に供さなくても、少なくとも
1歳までは家族から出すべきではない。

［4］日常観察と健康管理

日々の観察は体格の良いコモンマーモセットを育て
る上で最も重要な項目といっても過言ではない。マー
モセットは小型であるが故に一旦体調を崩すと、それ
がきっかけとなって致死的な状態に陥ることも少なく
ない。些細な体調の変化をいかに早く把握し適切に対
応するか。それが、健康なマーモセットを繁殖飼育す
るためには非常に重要となる。日常的に観察する項目
と留意すべきポイントについて述べる。
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1. 環境観察
温湿度など数値として確認できるものは、現在値に
加えて日々の最大最小値を記録する。温度については
個体に与える影響が大きいため特に注意する。マーモ
セットは室温が27℃に満たないと恒温を保つためのエ
ネルギー消費が必要になると言われている（Power, 
1991）。温度計の設置場所とケージ内では温度が異な
る。各所の温度勾配を把握し、温度計の値から個体が
いる場所の温度を推定できるようにしておく。換気回
数・明るさ・物音・振動などに関して変化がないか注
意する。給水給餌がきちんと行われているかの確認も
忘れてはならない。

2. 個体観察
コモンマーモセットの行動パターン（エソグラム）・
表情・体勢・コールの種類については、英国スターリ
ング大学のCommon marmoset careのウェブサイトの該
当ページを参照することを勧める（Common Marmoset 
Care）。これらを基礎的知識として学んだ上で、個々の
年齢・性別・体質・性格・既往症などを考慮しつつ各
個体の正常状態を把握し、異常を早期検出できるよう
努める。観察の際にはケージ前に立って個体の自由行
動を目視するだけでなく、ケージに近寄る時と遠ざか
った後の反応はどうか、声掛けや餌提示などヒトから
働きかけた場合の反応等々、些細な変化も察知するよ
う心がける。

（1）観察頻度　
1日2回、午前と午後に観察することが望ましい。午

前の観察はなるべく早く、午後の観察は午後の給餌以
降に行う。日中は元気でも朝は不活発、ヒトが入室し
て初めて動き出す、ケージ前に立って初めて動き出す、
その日のルーチンイベントが終了したら早々に巣箱に
引き上げる、等は体調不良の初期症状である場合があ
る。

（2）観察項目
外貌や活動性など個体の状態・餌や便や吐物など個
体に起因する落下物・および複数頭飼育の場合は同居
他個体との関係性を確認する。

個体の状態
姿勢：不調になるにつれて、暖かい場所を好むように
なり、体を縮こませ、身を隠そうとし、頭が下がり、伏
せ、最後は姿勢が保てなくなり横臥する。また、両手
あるいは両足でケージに掴まり体幹を伸長させる「ス
トレッチ」は消化器系の異常指標との報告がある（Ross 
et al., 2012）。観察項目は表3参照。

活動性：不調になるにつれて動かなくなる。ケージ手
前に来ない、ケージ格子や止まり木等の垂直面に掴ま
らない、ケージ床面やステップ上など座位を取ること
ができる場所にいる、巣箱に籠る、動きの量・頻度・
速度が低下する、ヒトがいても餌を提示しても動かな
い、等が認められる。下痢など内科的な不調の場合は
全体的に活動性が落ちる。外傷などの場合は当該場所
のみ動きが悪くなり動作が不均衡となる。貧血・低血
糖・低栄養の場合、朝の活動性が落ちる。不調の初期
にはヒト不在時や給餌などのイベントがない時のみ活
動性が落ち、夕方早々に巣箱に引き上げたりする。観
察項目は表3参照。

顔つき：不調になるにつれて目力がなくなり、眼瞼が
落ちくぼみ、アイコンタクトが取れなくなったりする。
神経系に異常があると、眼振・瞳孔の大きさや位置の
異常・閉眼異常などが見られる。観察項目は表3参照。

コール：Chatter・Ek・Tsik・submissive（distress）call
が聞こえてきたら状況を確認し、必要に応じて当該個
体への個別対応や環境整備をする。Submissive call は
新生児や幼児が発する infant cry（babblingまたはngã）
に類似したコールで、劣位の個体が優位の個体に対峙
した時や攻撃・威嚇を受けたり受けそうになったりし
た時に発する（Snowdon, 2017）。また、Trill・Chirp・
Twitter・Pheeなどが全く聞こえない場合も何らかの異
常を示しているため注意が必要である。

被毛：不調になると特に尾の付け根、肛門直下の腹側
部分の被毛から粗になることが多い。この部分の脱毛
もよく見られる。尾の太さとべたつきの有無は体調を
よく反映している。細くべたついていると不調である。
幼若個体の場合、発育の目安にもなる。耳毛も粗にな
ったり短くなったり、黒いラインが現れたりする。必
要熱量が高まる出産後2－3ヶ月以降の授乳個体で耳
毛の変化が認められることが多い。耳介（特に上部の
耳輪付近）が見えたり透けたりしていないか注意する。
また、不調の個体は鼠径部や下腹部、鎖骨周辺の被毛
も薄い。マーモセットの被毛は部位によって様相が異
なり、頭部は黒色一色で、体幹は根元から黒・オレン
ジ・灰色の3色に色づいている被毛によりリング状の
グラデーションを示し、尾は黒と灰色の縞模様となる
が（Hershkovitz, 1977; Stevenson & Rylands, 1988）、不
調となり被毛が抜けるとそれらのパターンが崩れる。色
も薄くなる。特に頭部（ケープ部分）の被毛は黒色なの
で退色の程度を判別しやすい。出産後2－3ヶ月以降の
授乳個体では黒いはずの顔周囲（上下左右）にライン状
の退色部が現れることもある。観察項目は表3参照。
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皮膚：よく認められる異常として、外傷・歯根膿瘍に
よる顔面の発赤腫脹や瘻孔（外歯瘻）形成・脱水による
張りの低下（ツルゴール反応低下）・梅雨時の新生児の
汗疹（あせも）、等がある。

体格（肉付き）：不調や食欲不振が続くと脂肪や筋肉が
おちて削痩する。外貌観察だけで痩せたことが確認で
きる場合、アダルトで10～20 g以上体重が減少してい
ることが多い。体格が良く腋窩に脂肪の塊 fat padがあ
る個体ではその脂肪が消費されて腋窩皮膚に皺が生じ
ることもある。また削痩が進むと、大腿内側の鼠径部
が落ちくぼんで大腿静脈を視認できるようになる。

天然孔：天然孔（目・鼻孔・耳孔・口・肛門・尿道口・
膣）の状態と体内からの滲出物や出血の有無を確認す
る。滲出物がある場合、その性状（漿液性か膿性か粘
液か）や量、認められるタイミング（朝だけなど特定の
パターンがあるか）を把握する。

腹部膨満：消化管の通過障害や十二指腸拡張症、消化
管内の異常発酵などにより腹部が膨満する。コモンマ
ーモセットは消化器系の異常をきたすことが多いため、
普段の状態を把握した上で腹部膨満の有無に留意する。

落下物
便：午前午後の観察時に、形状・色・匂い・量・大き
さ・排便パターンを確認する。複数頭飼育の場合はグ
ループ単位での評価となるが、重度あるいは継続する
下痢や便秘、摂食量減少などが認められる場合は、発
症個体を特定し、懸念される個体を一時的に隔離する。
（形状）ウサギのようなコロコロのもの（硬便）から正
常便・軟便・泥状便・水様便まで、含水量に応じて評
価する。硬便のみ、あるいは水様便のみの場合は要注
意である。早急な対応が必要となる。
（色）正常便は茶褐色であるが、消化不良・腸炎・下
痢・腸内細菌叢の乱れなどで色が変化する。十分に消
化吸収されず脂肪排出が多くなると黄白色がかり、澱
粉が多くなると橙色を帯びるようになる。消化器症状
が進行した個体では便中のビリルビン・ウロビリノー
ゲン増加および再吸収阻害による緑色便もよく認めら
れる。摂食不良でも緑色便が認められるので注意する。
緑色便の水分量が少ない場合や緑色便が排便後乾燥し
た時は暗緑黒色となる。赤く血液が認められる場合は、
表面に付着しているだけか内部まで混じりこんでいる
か、表面に付着している場合は鮮血か粘液混じりの粘
血か、内部まで混在している場合は均一に混じってい
るかまだらか、判別する。上部消化管の出血の場合は
黒色便となる。
（匂い）一般的に細菌性下痢、消化不良時の脂肪便で、

酸臭を帯びたいわゆる下痢臭がきつくなる。
（量）当該個体の通常量を把握し、それより多いか少な
いかを評価する。無便の場合、あるいは下痢便（泥状
～水様便）で量が多い場合は、迅速な対応が必須とな
る。特に無便の場合は腸閉塞の恐れもあるので注意す
る。
（大きさ）極端に大きすぎる、あるいは小さすぎる時は
注意が必要である。通常より太くて大きい便の場合、
マーモセットで頻発する慢性リンパ球性結腸炎を示唆
している場合がある。小さい場合は、蠕動運動低下に
よる糞便中水分の再吸収促進や、水分摂取量・摂餌
量・運動量および腹筋力の低下・腫瘤などによる器質
的な狭窄などが考えられる。
（排便パターン）排便のタイミングと性状を把握する。
例えば、日中は経時とともに便が緩くなって下痢とな
るが夕方から翌朝にかけて正常便を排便している場合
は、給餌量と内容のアンバランスで消化管に負担をか

表3 個体状態の観察項目チェックリスト

項目 チェックリスト

姿勢

・ どの場所にいるか、ケージ上部や温パット上など暖かい
場所か、巣箱など身を隠すことができる場所か
・ ストレッチをしていないか
・ 尾が脱力していないか
・ 尾を丸めていないか、丸めている場合は尾先だけか、あ
るいは全体を丸めて後肢の間から腹部前の空間に収めて
いるか
・ 座っていないか、伏せていないか
・ 頭が下がっていないか

活動性

・ 朝いちばんの時点でどこにいるか、ケージ奥にいないか
・ ヒトの入室やケージへの近接に反応するか
・ 餌提示に反応するか
・ 普段の動きと変わりないか、活動の量・頻度・速度が落
ちていないか
・ 動きに左右差がないか
・ 動きに日内変動やパターンがあるか

顔つき

・ アイコンタクトを取れるか、目力があるか
・ 顔色はどうか
・ 眼瞼が落ちくぼんでいないか
・ 眼瞼は完全に閉じるか、左右差はないか
・ 瞳の位置に異常はないか、左右差はないか
・ 瞳孔の大きさに異常はないか、左右差はないか

被毛

・ 尾の被毛の状態はどうか、特に尾付け根部分と腹側部分
はどうか
・ 尾の縞模様は保たれているか、体幹の被毛はどうか
・ 耳毛の状態はどうか、粗になって分け目ができていない
か、短くなっていないか、黒いラインがあらわれていな
いか
・ 鼠径部と下腹部の被毛はどうか
・ べたつきはないか
・ 頭部（ケープ部分）の被毛の色はどうか
・ 抜毛していないか
・ ケージ内や下に落ちている抜け毛の状態と量はどうか
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けていることを示唆している。

吐しゃ物：性状・量・タイミングを確認する。ケージ
下やケージ内の他、口元や喉も吐物が付着していない
か確認する。
（性状）餌をすりつぶした状態のもの、唾液・胃液・血
液が混在したもの、胆汁が混在したもの、などが認め
られる。口腔内だけで吐き出したものか、食道内容物
を排出した吐出か、あるいは胃内容を排出した嘔吐か、
判別しにくい場合は、吐しゃ物の匂いを嗅ぐと酸臭の
有無で分かる場合がある。歯や歯肉の異常がある場合、
流涎の形で口元から喉にかけて唾液が付着することが
ある。胃以下の消化管を通過した吐しゃ物が認められ
る場合、腸閉塞や十二指腸拡張症を含めた消化管の通
過障害を疑う。
（量）少量であることが多く、時間が経過すると判別が
難しくなる。特に胃液だけの場合は現場を視認しない
と難しい。大量嘔吐あるいは少量でも継続する嘔吐の
場合、早急に対応する必要がある。
（タイミング）単発性で活動性や食欲に異常がない場合
は経過観察で問題ない。しかし、単発でも沈鬱や急激
な食思低下や無便などの症状を伴う場合は腸閉塞の恐
れがあるため迅速に対応しなければならない。

餌：朝夕の観察時に餌箱に残っている量（残餌量）とケ
ージ下に落ちている量（こぼし量）を確認する。給餌量
から残餌量とこぼし量を差し引いて食べた量（摂餌量）
を把握する。体調不良などで食欲が減退すると、餌を
探ったり手を付けたりすることが少なくなるためこぼ
し量が減る。

血痕：血痕の量・性状・付着している場所と個体をよ
く観察し、下血か吐血か鼻血か、あるいは歯肉や外傷
からの出血か、判別して対応する。繁殖メスの場合、性
器出血や産後であれば悪露の可能性もある。

被毛：栄養不良などの場合は脱毛量が増えケージのピ
ッチやケージ下に細かい被毛が付着するようになる。

同居他個体との関係性
複数頭飼育の場合、同居個体との関係性も不調把握
の一助となる。吸収不全や低栄養状態の場合、餌に対
する貪欲さが増すため、給餌時の同居他個体に対する
威嚇・攻撃が増したり、給餌するヒトに対しても餌を
求めて攻撃的に迫ったりするようになる。また、体調
不良が進行すると同居個体が身を寄せるようになる。
これらの状況が認められたら早急に対応する。同居個
体との関係悪化によるストレスで不調をきたす場合も
ある。特定の個体の動向を伺い接触しないように動い

たり近接を避けたりしていないか、特定の個体に追わ
れたり攻撃されたりしていないか、前述の submissive 
callを特定の個体に対して発していないか、自咬や抜毛
があるか、マーキングや前肢で身体を掻くセルフスク
ラッチなどストレス時に示す行動が増えていないか、注
意する。抑圧されストレスがかかっている場合は、同
居解消も検討する。

3. 異常察知時の対応
個体に異常が認められた場合はまず、早急に獣医学
的処置が必要か、あるいは栄養補給や環境整備などで
対応しつつ当面は経過観察で問題ないかどうかを判別
し、適切に対応する。

（1）早急な獣医学的処置が必要な場合
以下の症状が認められた場合には速やかに獣医師に
連絡する。横臥・伏臥・座位でも頭が下がっている・
沈鬱・閉眼・動作緩慢・跛行（正常な歩行ができない
状態）・一瞥してわかる外傷・骨折・重度の下痢・粘
血・下血・吐血・大量の出血・無便・尿量減少・摂食
不良・食欲廃絶（全く食べない場合）・努力呼吸（呼吸
の度に肩があがり苦しそうな場合）・ペニスの被毛絞扼
（被毛が絡まっている状態）など。同時に以下のことを
実施する。①個体の状態と状況を写真や動画に残す。
②下痢便や吐瀉物などを採取する。③捕獲し体重を測
定する。可能なら体温も測定する。④保温に努める。
⑤麻酔に備えて餌を撤去する。⑥脱水の有無を確認す
る。（指示に応じて皮下補液する。）

（2）現場対応で経過観察する場合
以下の症状の場合には、注意しながら様子を見る。
軽度の活動量低下・摂餌低下・食欲不振・少量嘔吐・
少量下痢（泥状便）・尾や耳毛などの脱毛・抜毛・体重
減少・軽度の負傷・くしゃみ鼻水など軽度の呼吸器症
状など。同時に以下のことを実施する。①体重を測定
する。②温パットや保温ランプなど暖を取ることがで
きる場所を設ける。③栄養補給する。補液する。④給
餌内容と方法を変更する。⑤想定されるストレスを排
除し環境を整える。

おわりに

私たちのコロニーでも多くの個体が体調を崩す時期
もあった。15年以上の間にさまざまな経験をしたこと
から作成したマニュアルである。マーモセットの飼育
に携わる多くの方に、飼育の現場に持ち込んでいただ
き、何かの時にさっと参照していただけると幸いであ
る。日本で、より健康でより体格の良いコモンマーモ
セットが多く育ってくれることを願いつつ。
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Summary

Simplified manual for breeding, husbandry,  
and management of common marmosets

Miki MIWA*, Naho KONOIKE, Narumi KATSUYAMA, and Katsuki NAKAMURA*

Cognitive Neuroscience Section, 
Center for the Evolutionary Origins of Human Behavior, Kyoto University

Over the past two decades, a number of biomedical studies have been conducted in Japan using common marmosets (Callithrix 
jacchus). Common marmosets are highly promising experimental animals because of their high fertility, which is noteworthy among 
primates. Here, based on our breeding experience at Kyoto University, we have compiled a simpli�ed manual that outlines how to 
breed and raise robust common marmosets, de�ned as those achieving over 350g in weight, in a captive environment. �e manual 
covers selection of appropriate breeding individuals, effective pairing methods, perinatal management including birth control, 
feeding and housing management, and precautionary health status monitoring.

Key words: common marmoset, breeding, husbandry, diet, housing, daily care
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